
 

 

 

 

【2018 年 10 月 13 日 魚類定量調査及び貝類調査】天候:曇り一時雨 参加者数:7 名 2 艘立ての調査 

調査内容に 2種のモンドリの性能比較を含め、二枚貝の定量調査も行った。魚類はモツゴ、スジエ

ビが他と比較して多かった。タイリクバラタナゴの採捕数は少なくなってきている。ハクレン幼魚が

多数、手賀沼で初確認。貝類調査では手賀沼大橋西側(上流)では以前と比べ生体がほとんど取れなく

なってきている。底質については、ヘドロ状であったところの上に砂が積もり、新たな二枚貝の生息

場所が確認された。 

 

【2007 年～2018 年の継続した貝類調査結果まとめ】   手賀沼水生生物研究会 萩原 富治 

手賀沼に生息する二枚貝類はカラスガイ、ドブガイ類（カラスガイ、ドブガイ類を総称して手賀沼

付近ではタマッケ、渡良瀬遊水地周辺ではカッタケ、霞ヶ浦周辺ではタンカイと呼ばれていました）、

イシガイとされていました（芦原､1984 浅間 1989）。しかし 1990年代以降ほとんど調査は行われてい

ないようです。二枚貝は 2007年の調査当初から調査

員 6-10名による湖内 5点､9-15時の船移動による徒

手採集調査においてもドブガイ類が 5個体程度であ

り、以前に比べると非常に減ってきている印象があ

ります。イシガイについては 2008年に 4個体確認さ

れて以降見られません。カラスガイについては、殻

は毎回確認されていますが、生体は確認されていま

せん。2018年の調査ではドブガイ類のみ 12個体確

認されました。したがって手賀沼湖内ではドブガイ

類だけが生息している現状です。年に一日だけの調査ですが、調査員 6-10名による 12年にわたる調

査はこれまで行われていませんので、貝類生息数の定量調査を継続したいと思っています。 

写真は 2018 年 10 月に採集された約 24cmのドブガイ類 

  
「手賀沼魚類・貝類・プランクトン調査」 

手賀沼水生生物研究会   鈴木盛智 

 

 

 



 

【手賀沼とその周辺流域の魚類相】     手賀沼水生生物研究会   

 

 

 

 

 

 

手賀沼水生研究会は 2007年から手賀沼と流域・流入河川調査を年１回から 2回実施し、手賀沼流域

フォーラム企画「手賀沼親子自然観察会」を手賀沼に隣接する用水路で開催してきた。 

この表は、千葉県手賀沼親水広場の指定管理者であった千葉県環境財団が作成した表を基に、手賀

沼水生生物研究会の調査結果を加えて作成した。「昭和の大干拓」「水質汚濁ワースト１」「北千葉導水

による浄化用水注入」の事業等の影響を受け魚類相がどのように変化してきたかが分かる。浄化用水

注入後は、かつて手賀沼で生きていた在来種が復活しているが、それを上回る勢いで特定外来種や国

外外来種等が多く確認されるようになってきている。 

※2007 年以降の手水研調査には、手賀沼流域・
流入河川の調査結果も含むが、それ以前の
データは手賀沼のみのデータである。 


